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特定の取組・計画等の評価方法について（案） 

 

 

（１）国立大学法人評価委員会の要請への対応 

 

① 戦略性が高く意欲的な目標・計画等 

 

「国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第２期中期目標期間の業務実績評価に係

る実施要領」（平成 23 年 10 月 27 日文部科学省国立大学法人評価委員会決定）（抜粋） 
 

１．概要 

・ 各法人の質的向上を促す観点から、戦略性が高く意欲的な目標・計画等は、達成

状況の他にプロセスや内容を評価する等、積極的な取組として適切に評価する。 

 

≪評価の方向性≫ 

○ 文部科学省国立大学法人評価委員会が実施した平成 23 年度評価において、「戦略性

が高く意欲的な目標・計画等」が抽出されたことから、教育研究の状況の評価におい

ても、国立大学法人評価委員会が抽出した目標・計画等を「戦略性が高く意欲的な目

標・計画等」とする。 

 各法人は、実績報告書において、「戦略性が高く意欲的な目標・計画等」の取組状況

を必ず記述することとする。 

 

○ 評価者は、「戦略性が高く意欲的な目標・計画等」について、中期計画の段階判定に

おいて、達成状況の他に、当該計画実行のプロセスや成果の内容を踏まえつつ、積極

的に評価する。計画どおり実施できていない場合においても、教育研究の質の向上や

高い教育研究水準が確認できる場合は、「不十分」とは判定しない。 

 

○ 評価者及び法人双方の共通理解を図るため、上記の取扱いを「中期計画に係る段階

判定の考え方」に明記する。 
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  ②世界的な高水準の達成や国際的な競争力の向上 

 

「国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第２期中期目標期間の業務実績評価に係

る実施要領」（平成 23 年 10 月 27 日文部科学省国立大学法人評価委員会決定）（抜粋） 
 

ア．大学評価・学位授与機構が行う評価 

・ 「教育研究等の質の向上」に係る中期目標の達成状況を評価するために必要な評

価方法、評価項目、評価基準、評価の裏付けとする基礎資料の内容等は、機構が別

に定める。その際、教育研究の特性を踏まえつつ、各法人の目的によっては、教育

研究の成果が、世界的な高水準の達成や国際的な競争力の向上を目指す観点から、

適正に評価するよう配慮する。 

 

≪評価の方向性≫ 

○ 教育研究の成果について、 

・ 国際的な視点から判断して極めて高い教育研究水準の実現が認められる場合 

・ 第１期末と比較して、教育研究の大きな質の向上が認められる場合 

には、中期計画の段階判定において、「非常に優れている」と判定することとする。 

 

○ 評価者及び法人双方の共通理解を図るため、上記の取扱いを「中期計画に係る段階

判定の考え方」に明記する。 
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（２）「実施要項」の改定に伴う対応 

 

  ①個性の伸長に向けた取組 

 

（これまでの決定事項等） 
 

○ 検証アンケートでは、８割を超える法人が、第２期の評価について、「大学等の個性

の伸長に、より寄与」するものとすべきと回答している。 

○ これを踏まえ、第２期では、さらに法人の特徴や個性の伸長に向けた取組を捉えた

評価を行うため、実績報告書に「個性の伸長に向けた取組」欄を新設した。 

 

≪評価の方向性≫ 

○ 法人は、「個性の伸長に向けた取組」欄において、取組の内容等とともに、特に関連

する中期計画の番号を必ず記述するとともに、該当する中期計画の自己分析・判定に

当たり、当該計画の実施によって、どのような個性がどのように伸長したのかを必ず

記述することとする。 

 

○ 評価者は、該当計画の成果が個性の伸長に大きく寄与していると判断される場合、

中期計画の段階判定において、「非常に優れている」と判定する。 

 

○ 評価者及び法人双方の共通理解を図るため、上記の取扱いを「中期計画に係る段階

判定の考え方」に明記する。 
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  ②東日本大震災からの復旧・復興に向けた取組等 

 

（これまでの決定事項等） 
 

○ 第２期においては、東日本大震災からの復旧・復興への貢献・支援活動等について、

新たに「東日本大震災からの復旧・復興へ向けた取組等」欄を新設し、顕著な取組が

見られると判断される場合には特記することとした。 

 

≪評価の方向性≫ 

○ 評価者は、「東日本大震災からの復旧・復興へ向けた取組等」欄に記述された取組に

ついて、顕著な取組がみられると判断される場合に特記事項として抽出するのみとす

る。 

 

○ 「復旧・復興への貢献・支援活動等に関係した顕著な取組」の特記事項への抽出の

ため、「東日本大震災からの復旧・復興へ向けた取組等」に係る特記事項の抽出基準を

別途作成する。 
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とにより～～

個性の伸長に

門職業人材の

実践的教育プ

施状況が良好

の知見を活か

実施する」に

復興へ全学的

育研究知見

共同調査を実

を活用した地

た～～～～～

～～～～～～

長に向けた取組

関連す

に、計

からの復旧・復

関連付けの記

～～～～」に

実践的教育科

において新た

して評価を得

科目数に占め

の就職先関係

するスコアを

高い実践的教

務家教員を～

～～を強化・

に大きく寄与

の育成のため

プログラムを

好であると判

かした、新た

に係る状況

的に取り組む

を活かした組

実施し、～～

地域再生計画

～～～を実現

～～～～～～

組」欄の記載

る中期計画の

画の実施によ

復興へ向けた取

記号は付さない

に係る状況 

科目を充実さ

たに「～～～

得ている～～

める実践的教

係者への調査

を平成 21 年度

教育を提供し

～～名配置し

・拡充してお

与している。

め、新たに

を展開・充実

判断する。 

たな地域再生

むための「○

組織的取組を

～～～～～～

画と地域循環

現するなどの

～～。 

と関連付けて記

分析・判定の記

り個性の伸長

取組等」欄に記

い

せる」に係る

～」「～～～」

～～分野の更

教育科目の割

査結果は～～

度比 30％増

している。ま

し（別添資料 X

おり、企業家

 

「～～～」等

実させ、～～

生政策、防災

○○○プログ

を展開してい

～を重点的に

環型の新エネ

の成果をあげ

記号を付す 

記述箇所に実施

長に寄与した状

記載した取組と

る状況【★】

」等の授業

更なる展開に

合を平成 21

～～であり、

増させており

た、授業科

X-X-3,p3）、

家精神を備え

等の授業科目

～～といった

災対策、エネ

グラム」を策

いる。また、

に～～～～～

ネルギー政策

げている。

施状況や成果の

状況を併せて記

と関連

 

に

1

え

た

策

～

策

のほか

記述 
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第２期中期目標期間の中期計画に係る段階判定の考え方 

判定 左記と判断する基準 

非常に

優れて

いる 

【新設】 

○次の２つの条件を満たす場合 

１．計画が実施されている 

２．計画を実施した結果、得られた成果が特筆すべきもの※である 
 

※「特筆すべき成果」とは、以下のいずれかまたは複数に該当する場合を指す

① 教育研究の大きな質の向上 

② 国際的な視点から判断して極めて高い教育研究水準の実現 

③ 個性の伸長への大きな寄与 

良好 ○次の２つの条件を満たす場合 

１．計画が実施されている 

２．計画を実施した結果、得られた成果が優れている 

おおむ

ね良好

【標準】 

○次の２つの条件を満たす場合 

１．計画が実施されている 

２．計画を実施した結果、得られた成果が相応である 

不十分 ○次のいずれかに該当する場合 

１．計画の実施状況が不十分である 

２．計画は実施されているが、得られた成果が不十分である 

【留意事項】 

判断に当たり、戦略性が高く意欲的な計画については、計画どおり実施できていな

い場合においても、教育研究の質の向上や高い教育研究水準の実現が確認できる場合

には、プロセスや内容等を考慮し、判定を行う。 

 
 
（参考） 

第１期中期目標期間の中期計画に係る段階判定の考え方 

判定 左記と判断する基準 

良好 ○次の２つの条件を満たす場合 

１．計画が実施されている 

２．計画を実施した結果、得られた成果が優れている 

お お む

ね 良 好

【標準】 

○次の２つの条件を満たす場合 

１．計画が実施されている 

２．計画を実施した結果、得られた成果が相応である 

不十分 ○次のいずれかに該当する場合 

１．計画の実施状況が不十分である 

２．計画は実施されているが、得られた成果が不十分である 

※ 第１期は３段階判定。留意事項は設けていない。 

 


